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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータによって実行される、将来の退職費用指数の指数レベルを決定する方法で
あって、
　少なくとも１つの有価証券からの定期的収入であって、将来の投資日に開始され、死亡
率に従って決定される終了日まで継続する複数の支払いを含む前記定期的収入の目標リタ
ーンを決定するステップと、
　前記複数の支払いに基づいた利回り曲線であって、前記将来の投資日から前記終了日ま
での前記支払いの変動をモデル化する前記利回り曲線を決定するステップと、
　利回り曲線に基づいた割引関数を前記定期的収入に適用するステップと、
　前記割引関数を前記定期的収入に適用した、前記定期的収入の正味現在価値を決定する
ステップと、
　前記決定した正味現在価値に基づいて、前記将来の退職費用指数の前記指数レベルを設
定するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　割引関数は、 
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線とＡＡ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等
しい第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めるステッ
プと、
　誤差項の関数である第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記割引関数は、前記死亡率の調整に対応するリスクチャージによって、さらに調整さ
れる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記割引関数は 
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線と、Ａ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等
しい第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めるステッ
プと、
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　誤差項の関数の第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記割引関数は、前記死亡率の調整に対応するリスクチャージによって、さらに調整さ
れる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記終了日は、投資者の退職年齢に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記終了日は、投資者の８０歳を超える年齢に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記投資日以降の前記複数の支払いの各支払いに、生活費調整を加えるステップと、
　前記生活費調整に基づいて、前記指数レベルを調整するステップと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記投資日以降の前記複数の支払いの各支払いから一部を除去して、条件付き平均寿命
を反映させるステップと、
　前記除去に基づいて、前記指数レベルを調整するステップと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。 
【請求項１０】
　少なくとも１つの有価証券を含む退職資金の将来費用を作成するステップをさらに含み
、前記退職資金のシェア（持分）は、前記指数の値を含み、前記退職資金の前記少なくと
も１つの有価証券は、
　デュレーション、キーレートデュレーション、および、前記終了日に購入されるモデル
年金の定期的収入に対応する利回りを特定することと、
　前記モデル年金のデュレーション、キーレートデュレーション、および、前記モデル年
金の利回りに近い利回りを有する有価証券のセットを特定することと、
　によって選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　コンピュータによって実行される、将来の退職費用指数に基づいた投資商品を提供する
方法であって、
　少なくとも１つの有価証券からの定期的収入であって、将来の投資日に開始され死亡率
に従って決定される終了日まで継続する複数の支払いを含む前記定期的収入の目標リター
ンを決定するステップと、
　前記複数の支払いに基づいた利回り曲線であって、前記将来の投資日から前記終了日ま
での前記支払いの変動をモデル化した前記利回り曲線を決定するステップと、
　利回り曲線に基づいた割引関数を前記定期的収入に適用するステップと、
　前記割引関数を適用した前記定期的収入の正味現在価値を決定するステップと、
　前記決定された正味現在価値に基づいて前記将来の退職費用指数の指数レベルを設定す
るステップと、
　各シェア（持分）が前記指数の値に基づいた価格を有する複数のシェア（持分）を含む
退職資金の将来費用を作成するステップと、を含み、前記退職資金は、
　　前記終了日に前記指数レベルに近い定期的収入を有する年金を前記終了日に購入する
ようにモデル化することと、
　　モデル年金のデュレーション、キーレートデュレーション、および、利回りを推定す
ることと、
　　前記モデル年金の前記デュレーション、前記キーレートデュレーション、および、前
記利回りに少なくとも部分的に基づいて、前記退職資金のための前記有価証券を選択する
ことと、
を含むプロセスによって、前記退職資金のために選択された１つまたは複数の有価証券を
保持する、
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　将来の退職費用指数に基づいた投資商品を提供する方法。
【請求項１２】
　前記割引関数は、 
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線とＡＡ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等
しい第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めることと
、
　誤差項の関数である第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くことと、
　を含む、請求項１１に記載の方法。 
【請求項１３】
　前記割引関数は、 
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線とＡ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等し
い第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めることと、
　誤差項の関数である第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くことと、
　を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　投資日以降の前記複数の支払いの各支払いに生活費調整を加えるステップと、
　前記生活費調整に基づいて前記指数レベルを調整するステップと、
　をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記投資日以降の前記複数の支払いの各支払いの一部を除去して、条件付き平均寿命を
反映させるステップと、
　前記除去に基づいて前記指数レベルを調整するステップと、
　をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　コンピュータによって実行される、将来の退職費用指数に基づいた投資商品を提供する
方法であって、
　少なくとも１つの有価証券からの定期的収入であって、将来の投資日に開始し、死亡率
に従って決定される終了日まで継続する複数の支払いを含む前記定期的収入からの目標リ
ターンを決定するステップと、
　利回り曲線に基づいた割引関数を前記定期的収入に適用するステップと、
　前記定期的収入に前記割引関数を適用した正味現在価値を決定するステップと、
　前記決定した正味現在価値に基づいた将来の退職費用指数の指数レベルを設定するステ
ップと、
　各シェア（持分）が前記指数の値に基づいた価格を有する複数のシェア（持分）を含む
将来の退職資金の将来費用を作成するステップと、を含み、前記退職資金は、
　　前記終了日に購入され、かつ、前記指数レベルにほぼ相当する定期的収入を有する年
金をモデル化することと、
　　前記モデル化された年金のデュレーション×スプレッドを推定することと、
　　前記モデル化された年金の前記デュレーションと、前記デュレーション×スプレッド
とに、少なくとも部分的に基づいて前記退職資金のための前記有価証券を選択することと
、
　を含むプロセスによって前記退職資金のために選択された１つまたは複数の有価証券を
保持する、
　将来の退職費用指数に基づいた投資商品を提供する方法。
【請求項１７】
　前記割引関数は、
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線とＡＡ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等
しい第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めるステッ
プと、
　誤差項の関数である第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くステップと、
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　を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記割引関数は、 
　ＢＢＢ格付けの社債の利回り曲線とＡ格付けの社債の利回り曲線との相違の半分に等し
い第１の値に、米国財務省長期証券の利回り曲線を加えて、第１の合計を求めることと、
　誤差項の関数である第１の固定スプレッドを前記第１の合計から引くことと、
　を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記投資日以降、前記複数の支払いの各支払いに生活費調整を加えるステップと、
　前記生活費調整に基づいて、前記指数レベルを調整するステップと、
　をさらに含む、請求項１６に記載の方法。 
【請求項２０】
　前記投資日以降、前記複数の支払いの各支払いから一部を除去して、条件付き平均寿命
を反映するステップと、
　前記除去に基づいて前記指数レベルを調整するステップと、
　を、さらに含む、請求項１６に記載の方法。
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